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る
論
文
割
合
の
低
下
な
ど
の
背
景
に

は
、
研
究
資
金
不
足
だ
け
で
な
く
、
研

究
の
優
先
順
位
を
下
げ
ざ
る
を
得
な
い

環
境
が
あ
る
と
聞
き
ま
す
。
そ
こ
で
、

海
外
の
研
究
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
工
夫
で

取
り
入
れ
ら
れ
る
も
の
は
取
り
入
れ
な

が
ら
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
戦
略
を
練

る
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
ま
す
。
特
に

経
営
の
自
由
度
が
高
い
私
立
大
学
は
、

取
り
込
め
る
施
策
が
い
く
つ
か
あ
る
と

思
い
ま
す
。

　研
究
力
強
化
の
た
め
に
は
、
教
員
個

人
だ
け
に
頼
る
の
で
は
な
く
、
大
学
と

し
て
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
欠
か
せ
ま
せ

ん
。海
外
大
学
の
取
り
組
み
を
参
考
に
、

７
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

❶
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
と
共
有

　教
育
と
同
様
ビ
ジ
ョ
ン
や
目
標
を
研

究
に
つ
い
て
も
設
け
、
そ
れ
を
学
内
に

共
有
し
ま
す
。
ビ
ジ
ョ
ン
を
定
め
る
に

は
ま
ず
、
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
を
明
ら

か
に
し
、
研
究
の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
を
入

れ
て
策
定
し
ま
す
。
そ
の
人
を
ア
ン
バ

サ
ダ
ー
と
し
て
学
内
に
広
め
て
い
く
と

い
う
の
も
一
つ
の
手
で
し
ょ
う
。

❷
教
員
の
評
価

　ビ
ジ
ョ
ン
に
ひ
も
づ
く
評
価
が
な
け

れ
ば
、
前
に
は
進
み
ま
せ
ん
。
教
員
が

教
授
に
な
る
ま
で
に
研
究
で
行
う
べ
き

こ
と
や
水
準
を
明
確
に
し
ま
す
。
他
国

で
は
論
文
は
量
よ
り
質
重
視
に
シ
フ
ト

し
て
い
ま
す
。
延
世
大
学
校
で
は
評
価

の
対
象
と
す
る
論
文
の
投
稿
先
が
リ
ス

ト
と
し
て
明
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
全
員

同
じ
評
価
軸
で
は
な
く
、「
企
業
か
ら

の
研
究
費
獲
得
」「
ト
ッ
プ
論
文
を
書

研
究
力
強
化
に
向
け
た

７
つ
の
実
践

　近
年
、
日
本
以
外
の
ア
ジ
ア
の
研
究

大
学
の
躍
進
が
め
ざ
ま
し
い
の
は
周
知

の
と
お
り
で
す
。
研
究
力
強
化
に
欠
か

せ
な
い
研
究
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
あ
り
方

に
つ
い
て
、
韓
国
、
中
国
の
取
り
組
み

を
中
心
に
、
日
本
と
の
違
い
を
見
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　最
も
大
き
な
違
い
は
、「
ス
テ
ー
ク

ホ
ル
ダ
ー
が
求
め
て
い
る
こ
と
」
を
読

み
、そ
こ
に
向
け
て
施
策
を
変
え
、ト
ッ

プ
ダ
ウ
ン
で
研
究
に
取
り
組
む
点
で

す
。
例
え
ば
中
国
は
、
国
や
各
省
が
今

後
注
力
す
る
研
究
分
野
を
定
め
て
積
極

的
に
投
資
す
る
た
め
、
大
学
は
そ
の
動

き
に
照
準
を
合
わ
せ
て
戦
略
を
立
て
ま

す
。
韓
国
は
財
閥
系
企
業
が
重
要
な
ス

テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
で
す
。
成
均
館
大
学

校
は
サ
ム
ス
ン
か
ら
、
年
間
1
0
0
億

円
程
度
の
研
究
資
金
を
提
供
さ
れ
て
い

ま
す
。
同
校
は
韓
国
最
古
の
教
育
大
学

で
し
た
が
、
1
9
9
7
年
の
通
貨
危
機

を
機
に
研
究
大
学
へ
と
方
向
転
換
。
同

社
の
支
援
を
受
け
て
、
２
０
１
１
年
に

は
「
研
究
大
学
か
ら
真
の
グ
ロ
ー
バ
ル

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
大
学
へ
」
の
目
標
を
掲

げ
、
産
学
連
携
や
国
際
共
同
研
究
の
環

境
整
備
を
進
め
た
結
果
、
各
種
大
学
ラ

ン
キ
ン
グ
で
、
研
究
関
連
の
ス
コ
ア
を

大
き
く
上
昇
さ
せ
ま
し
た
。
他
方
、
日

本
の
大
学
の
多
く
は
、
教
員
の
好
奇
心

に
基
づ
く
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
型
の
研
究
を

重
視
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
姿
勢
は
基

礎
研
究
の
価
値
を
守
る
う
え
で
、
本
質

的
な
大
学
の
姿
勢
だ
と
思
い
ま
す
。

　ど
ち
ら
も
、善
し
あ
し
は
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
今
の
日
本
の
大
学
の
世
界
的

な
ラ
ン
キ
ン
グ
の
低
迷
、
影
響
力
の
あ

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
明
確
化
と

ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
の
研
究
推
進

く
」「
特
許
取
得
」
な
ど
、
役
割
を
分

担
し
、
そ
れ
に
応
じ
て
評
価
を
別
軸
に

す
る
こ
と
も
、
大
学
全
体
の
研
究
力
強

化
に
は
役
立
つ
は
ず
で
す
。

❸
教
員
の
リ
ク
ル
ー
ト

　海
外
の
大
学
は
お
金
を
か
け
て
将
来

有
望
な
教
員
を
採
用
し
て
い
ま
す
。
そ

れ
が
難
し
け
れ
ば
、
中
国
の
浙
江
大
学

の
よ
う
に
ま
ず
は
短
期
の
パ
ー
ト
ナ
ー

契
約
で
招
聘
す
る
方
法
も
あ
り
ま
す
。

延
世
大
学
校
で
は
新
規
に
採
用
し
た
若

手
教
員
は
、
数
年
間
は
研
究
に
専
念
さ

せ
、
研
究
実
績
を
上
げ
や
す
い
制
度
を

設
け
て
い
ま
す
。
一
方
で
学
内
の
若
手

研
究
者
を
海
外
に
派
遣
し
て
共
同
研
究

の
経
験
を
積
ま
せ
、
国
際
共
著
論
文
の

担
い
手
を
育
成
す
る
こ
と
も
欠
か
せ
ま

せ
ん
。
そ
れ
に
は
帰
国
後
の
ポ
ス
ト
を

用
意
す
る
な
ど
、
海
外
に
出
や
す
く
す

る
施
策
も
セ
ッ
ト
で
用
意
し
ま
す
。

❹
大
学
主
導
の
研
究
資
金
獲
得

　産
業
界
と
連
携
す
る
際
、
価
値
観
が

異
な
る
教
員
と
企
業
が
直
接
交
渉
し
て

も
う
ま
く
い
か
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。
両
者
の
要
望
を
擦
り
合
わ
せ
、
妥

協
点
を
探
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
用

意
す
べ
き
で
す
。
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば

知
財
の
専
門
家
よ
り
も
、
交
渉
術
や
営

業
力
に
長
け
た
人
物
が
適
任
で
す
。

❺
研
究
成
果
の
発
表
支
援

　韓
国
の
大
学
で
は
、
論
文
の
校
正
や

翻
訳
な
ど
、
研
究
の
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
の

経
費
は
大
学
持
ち
で
す
が
、
日
本
で
は

教
員
自
身
の
負
担
が
多
い
よ
う
で
す
。

大
学
の
支
援
が
あ
れ
ば
、
論
文
数
が
増

え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。ま
た
、

こ
れ
ま
で
英
訳
が
難
し
か
っ
た
人
文
社

会
系
の
論
文
も
、
A
I
翻
訳
ソ
フ
ト
の

発
達
に
よ
り
、
コ
ス
ト
を
か
け
ず
に
海

外
に
も
研
究
成
果
を
出
し
や
す
く
な
り

ま
し
た
。

❻
社
会
に
影
響
を
与
え
る
発
信

　研
究
成
果
を
社
会
に
わ
か
り
や
す
く

発
信
し
、
社
会
へ
の
影
響
力
を
高
め
る

こ
と
も
重
要
で
す
。
延
世
大
学
校
は
デ

ジ
タ
ル
メ
デ
ィ
ア
を
使
っ
た
国
内
外
へ

の
研
究
広
報
に
積
極
的
で
す
。
イ
ギ
リ

ス
政
府
は
学
費
値
上
げ
へ
の
対
応
を
発

端
に
、
2
0
1
4
年
か
ら
大
学
の
社
会

へ
の
貢
献
度
を
測
る
イ
ン
パ
ク
ト
評
価

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
教
員
へ
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
が
主
な
手
段
で
す
が
、
こ
れ

に
よ
り
教
員
自
身
が
研
究
の
社
会
的
意

義
を
自
覚
す
る
と
い
っ
た
、
意
識
改
革

に
つ
な
が
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
世
界

的
に
こ
の
よ
う
な
考
え
方
は
広
が
り
つ

つ
あ
り
ま
す
。
大
学
単
位
で
も
、
人
文

社
会
系
の
研
究
の
価
値
を
伝
え
る
た

め
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
発
信
に
取
り
組

む
こ
と
も
大
切
で
し
ょ
う
。

❼
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ
へ
の
姿
勢

　海
外
で
は
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ
を
「
優

れ
た
研
究
者
や
学
生
を
集
め
る
手
段
」

と
し
て
、
順
位
ア
ッ
プ
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。日
本
で
も
戦
略
的
に
研
究
し
、

活
用
す
る
と
よ
い
と
思
い
ま
す
。

②教員評価

③教員採用

④研究資金獲得
⑤研究成果の発表にかかる経費

⑥社会とのコミュニケーション

⑦大学ランキングへの姿勢

延世大学校成均館大学校

主な改革

研究大学としての評価

社会全体として少し曖昧

日本に多く見られる例 

【図表1】韓国の私立大学の研究力強化に向けた改革例 

【図表2】研究力を強化する7つの実践例 
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ゆ
あ
さ
ま
こ
と
●
1
9
7
8
年
生
ま
れ
。大
学
卒
業
後
に
渡
英
。カ
ク
タ
ス・コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
の
イ
ン
ド
・
ム
ン
バ
イ
本
社
に
就
業
。日
本
法
人
の
設
立
に

携
わ
り
、大
学
や
研
究
機
関
の
国
際
化
を
支
援
。現
在
は
グ
ル
ー
プ
全
体
に
お
い

て
日
本
・
中
国
・
韓
国
を
中
心
と
し
た
戦
略
的
グ
ロ
ー
バ
ル・マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
お
よ

び
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
統
括
。

海外の取り組み例

▶研究評価システムとインセンティブの見直し：論文の数ではなく質
へと転換。技術移転を昇進評価の重要指標にし、成果報酬を導入。
▶採用ポリシーの見直し：若手研究者を多く採用し、採用直後
の2年間は研究に注力させるほか、3年勤務でサバティカルが
与えられ国際的な共同研究を促す制度がある。
▶研究広報の見直し：デジタルマーケティングによる一般社会
や世界に向けた研究広報強化など。

▶グローバル人材採用と研究環境の整備：優秀な研究者を呼び
込むために注目度の高い分野の研究所を新設。世界のトップ大学
に並ぶよう研究環境を拡充。
▶大学内の産学連携カルチャーの醸成：テクノロジー系ベン
チャー企業が入居する「ビジネスインキュベーションセンター」を
設置。さまざまな共同研究を企画する。産学連携に積極的な研
究者には資金面、評価面でインセンティブを与える。

▶国内外問わず優秀な研究者を集め、若手研究者を積極的に海外派遣

▶教授になるまでにやるべきことが明確、論文は量より質　
▶役割に応じて評価指標が異なる

▶ステークホルダー、めざす姿、ビジョンが明確で、学内に共有され
　ている

▶大学主導で行う

▶大学予算

▶社会に対するわかりやすい発信と社会への影響度を測る努力

▶世界中から優秀な教員や学生を呼ぶツールとしてランキングを
利用するため、構造を理解し、本気で取り組む

活用イメージが不明瞭で、本気で
順位向上に取り組むに至らない

研究は社会に即役立つもの
ではないという姿勢

教員の自費

教員個人の努力中心

教育、研究、社会貢献、運営
どれも求められる

国内中心

①研究についての
　ステークホルダーやビジョン

OPINION

研
究
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

７
つ
の
実
践

海
外
の
事
例

か
ら
学
ぶ

研
究
力
を
強
化
す
る
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研
究
力
強
化
に
成
功
し
て
い
る
海
外
大
学
は
ど
の
よ

う
な
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
し
て
い
る
の
か
？

　
国
内
外
の

大
学
や
研
究
機
関
の
研
究
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
事
情
に
明
る

い
識
者
に
聞
く
。
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研
究
に
取
り
組
む
点
で

す
。
例
え
ば
中
国
は
、
国
や
各
省
が
今

後
注
力
す
る
研
究
分
野
を
定
め
て
積
極

的
に
投
資
す
る
た
め
、
大
学
は
そ
の
動

き
に
照
準
を
合
わ
せ
て
戦
略
を
立
て
ま

す
。
韓
国
は
財
閥
系
企
業
が
重
要
な
ス

テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
で
す
。
成
均
館
大
学

校
は
サ
ム
ス
ン
か
ら
、
年
間
1
0
0
億

円
程
度
の
研
究
資
金
を
提
供
さ
れ
て
い

ま
す
。
同
校
は
韓
国
最
古
の
教
育
大
学

で
し
た
が
、
1
9
9
7
年
の
通
貨
危
機

を
機
に
研
究
大
学
へ
と
方
向
転
換
。
同

社
の
支
援
を
受
け
て
、
２
０
１
１
年
に

は
「
研
究
大
学
か
ら
真
の
グ
ロ
ー
バ
ル

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
大
学
へ
」
の
目
標
を
掲

げ
、
産
学
連
携
や
国
際
共
同
研
究
の
環

境
整
備
を
進
め
た
結
果
、
各
種
大
学
ラ

ン
キ
ン
グ
で
、
研
究
関
連
の
ス
コ
ア
を

大
き
く
上
昇
さ
せ
ま
し
た
。
他
方
、
日

本
の
大
学
の
多
く
は
、
教
員
の
好
奇
心

に
基
づ
く
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
型
の
研
究
を

重
視
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
姿
勢
は
基

礎
研
究
の
価
値
を
守
る
う
え
で
、
本
質

的
な
大
学
の
姿
勢
だ
と
思
い
ま
す
。

　ど
ち
ら
も
、善
し
あ
し
は
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
今
の
日
本
の
大
学
の
世
界
的

な
ラ
ン
キ
ン
グ
の
低
迷
、
影
響
力
の
あ

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
明
確
化
と

ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
の
研
究
推
進

く
」「
特
許
取
得
」
な
ど
、
役
割
を
分

担
し
、
そ
れ
に
応
じ
て
評
価
を
別
軸
に

す
る
こ
と
も
、
大
学
全
体
の
研
究
力
強

化
に
は
役
立
つ
は
ず
で
す
。

❸
教
員
の
リ
ク
ル
ー
ト

　海
外
の
大
学
は
お
金
を
か
け
て
将
来

有
望
な
教
員
を
採
用
し
て
い
ま
す
。
そ

れ
が
難
し
け
れ
ば
、
中
国
の
浙
江
大
学

の
よ
う
に
ま
ず
は
短
期
の
パ
ー
ト
ナ
ー

契
約
で
招
聘
す
る
方
法
も
あ
り
ま
す
。

延
世
大
学
校
で
は
新
規
に
採
用
し
た
若

手
教
員
は
、
数
年
間
は
研
究
に
専
念
さ

せ
、
研
究
実
績
を
上
げ
や
す
い
制
度
を

設
け
て
い
ま
す
。
一
方
で
学
内
の
若
手

研
究
者
を
海
外
に
派
遣
し
て
共
同
研
究

の
経
験
を
積
ま
せ
、
国
際
共
著
論
文
の

担
い
手
を
育
成
す
る
こ
と
も
欠
か
せ
ま

せ
ん
。
そ
れ
に
は
帰
国
後
の
ポ
ス
ト
を

用
意
す
る
な
ど
、
海
外
に
出
や
す
く
す

る
施
策
も
セ
ッ
ト
で
用
意
し
ま
す
。

❹
大
学
主
導
の
研
究
資
金
獲
得

　産
業
界
と
連
携
す
る
際
、
価
値
観
が

異
な
る
教
員
と
企
業
が
直
接
交
渉
し
て

も
う
ま
く
い
か
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。
両
者
の
要
望
を
擦
り
合
わ
せ
、
妥

協
点
を
探
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
用

意
す
べ
き
で
す
。
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば

知
財
の
専
門
家
よ
り
も
、
交
渉
術
や
営

業
力
に
長
け
た
人
物
が
適
任
で
す
。

❺
研
究
成
果
の
発
表
支
援

　韓
国
の
大
学
で
は
、
論
文
の
校
正
や

翻
訳
な
ど
、
研
究
の
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
の

経
費
は
大
学
持
ち
で
す
が
、
日
本
で
は

教
員
自
身
の
負
担
が
多
い
よ
う
で
す
。

大
学
の
支
援
が
あ
れ
ば
、
論
文
数
が
増

え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。ま
た
、

こ
れ
ま
で
英
訳
が
難
し
か
っ
た
人
文
社

会
系
の
論
文
も
、
A
I
翻
訳
ソ
フ
ト
の

発
達
に
よ
り
、
コ
ス
ト
を
か
け
ず
に
海

外
に
も
研
究
成
果
を
出
し
や
す
く
な
り

ま
し
た
。

❻
社
会
に
影
響
を
与
え
る
発
信

　研
究
成
果
を
社
会
に
わ
か
り
や
す
く

発
信
し
、
社
会
へ
の
影
響
力
を
高
め
る

こ
と
も
重
要
で
す
。
延
世
大
学
校
は
デ

ジ
タ
ル
メ
デ
ィ
ア
を
使
っ
た
国
内
外
へ

の
研
究
広
報
に
積
極
的
で
す
。
イ
ギ
リ

ス
政
府
は
学
費
値
上
げ
へ
の
対
応
を
発

端
に
、
2
0
1
4
年
か
ら
大
学
の
社
会

へ
の
貢
献
度
を
測
る
イ
ン
パ
ク
ト
評
価

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
教
員
へ
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
が
主
な
手
段
で
す
が
、
こ
れ

に
よ
り
教
員
自
身
が
研
究
の
社
会
的
意

義
を
自
覚
す
る
と
い
っ
た
、
意
識
改
革

に
つ
な
が
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
世
界

的
に
こ
の
よ
う
な
考
え
方
は
広
が
り
つ

つ
あ
り
ま
す
。
大
学
単
位
で
も
、
人
文

社
会
系
の
研
究
の
価
値
を
伝
え
る
た

め
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
発
信
に
取
り
組

む
こ
と
も
大
切
で
し
ょ
う
。

❼
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ
へ
の
姿
勢

　海
外
で
は
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ
を
「
優

れ
た
研
究
者
や
学
生
を
集
め
る
手
段
」

と
し
て
、
順
位
ア
ッ
プ
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。日
本
で
も
戦
略
的
に
研
究
し
、

活
用
す
る
と
よ
い
と
思
い
ま
す
。

②教員評価

③教員採用

④研究資金獲得
⑤研究成果の発表にかかる経費

⑥社会とのコミュニケーション

⑦大学ランキングへの姿勢

延世大学校成均館大学校

主な改革

研究大学としての評価

社会全体として少し曖昧

日本に多く見られる例 

【図表1】韓国の私立大学の研究力強化に向けた改革例 

【図表2】研究力を強化する7つの実践例 

カクタス・コミュニケーションズ株式会社
日本法人代表 湯 浅  誠

ゆ
あ
さ
ま
こ
と
●
1
9
7
8
年
生
ま
れ
。大
学
卒
業
後
に
渡
英
。カ
ク
タ
ス・コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
の
イ
ン
ド
・
ム
ン
バ
イ
本
社
に
就
業
。日
本
法
人
の
設
立
に

携
わ
り
、大
学
や
研
究
機
関
の
国
際
化
を
支
援
。現
在
は
グ
ル
ー
プ
全
体
に
お
い

て
日
本
・
中
国
・
韓
国
を
中
心
と
し
た
戦
略
的
グ
ロ
ー
バ
ル・マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
お
よ

び
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
統
括
。

海外の取り組み例

▶研究評価システムとインセンティブの見直し：論文の数ではなく質
へと転換。技術移転を昇進評価の重要指標にし、成果報酬を導入。
▶採用ポリシーの見直し：若手研究者を多く採用し、採用直後
の2年間は研究に注力させるほか、3年勤務でサバティカルが
与えられ国際的な共同研究を促す制度がある。
▶研究広報の見直し：デジタルマーケティングによる一般社会
や世界に向けた研究広報強化など。

▶グローバル人材採用と研究環境の整備：優秀な研究者を呼び
込むために注目度の高い分野の研究所を新設。世界のトップ大学
に並ぶよう研究環境を拡充。
▶大学内の産学連携カルチャーの醸成：テクノロジー系ベン
チャー企業が入居する「ビジネスインキュベーションセンター」を
設置。さまざまな共同研究を企画する。産学連携に積極的な研
究者には資金面、評価面でインセンティブを与える。

▶国内外問わず優秀な研究者を集め、若手研究者を積極的に海外派遣

▶教授になるまでにやるべきことが明確、論文は量より質　
▶役割に応じて評価指標が異なる

▶ステークホルダー、めざす姿、ビジョンが明確で、学内に共有され
　ている

▶大学主導で行う

▶大学予算

▶社会に対するわかりやすい発信と社会への影響度を測る努力

▶世界中から優秀な教員や学生を呼ぶツールとしてランキングを
利用するため、構造を理解し、本気で取り組む

活用イメージが不明瞭で、本気で
順位向上に取り組むに至らない

研究は社会に即役立つもの
ではないという姿勢

教員の自費

教員個人の努力中心

教育、研究、社会貢献、運営
どれも求められる

国内中心

①研究についての
　ステークホルダーやビジョン

OPINION

研
究
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

７
つ
の
実
践

海
外
の
事
例

か
ら
学
ぶ

研
究
力
を
強
化
す
る

THE世界大学ランキング2023／78位　同インパクトランキング2022／=27位THE世界大学ランキング2023／=170位　同インパクトランキング2022／301-400位

研
究
力
強
化
に
成
功
し
て
い
る
海
外
大
学
は
ど
の
よ

う
な
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
し
て
い
る
の
か
？

　
国
内
外
の

大
学
や
研
究
機
関
の
研
究
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
事
情
に
明
る

い
識
者
に
聞
く
。
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